
Ⅲ 飛 鳥地域 の調査

榊
棚
合
胡
狗
掏
Ｍ

第22図  石神遺跡・飛鳥寺周辺調査位置図 (1:4000)
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石神遺跡第 4次調査

(1984年 7月～1985年 5月 )

石神遺跡の名は,そ の小字名に由来する。当地域は,飛鳥寺の西北隅に接し,

水落遺跡に北接 している。 1902(明 治35年 )年 に第 1次調査区か ら,噴水施設

と考えられ る須弥山石・石人像が発見 されて以来,同遺跡は,斉 明朝の饗宴広

場,あ るいは天武朝の飛鳥浄御原宮 とも推定されて きた。当調査部では,1981

年から,石神遺跡の発掘調査を継続 して実施 している。過去 3回 の調査を通 し

て,須弥山石の転落位置 (SX 150)が確認 されるとともに,そ の周囲に配 さ

れた石組溝,石敷を伴 う掘立柱建物,あ るいは, この地区を南北に三分すると

推定 される基壇付きの東西塀等の存在などが明 らかになった (第 31図 )。 これ

らの遺構は 7世紀中頃から後半の時期と考え られることか ら, 7世 紀中頃には

水落遺跡を含めたこの一画が,塀 を境として,南 は漏刻地区,北 は饗宴の広場

地区として性格を変えて利用されていたと推定されるに至った。さらに,塀 の

位置が 7世紀後半にも踏襲 されていることか ら, この付近に想定される飛鳥寺

西の広場の利用形態を知る手懸 りを得た。今回は, このような過去の調査成果

を踏まえなが ら,各時期の遺構の範囲確認とその実態究明を目的 として調査を

行なった。調査地は第 2次 調査区に西接 し,第 3次調査区に北接す る水田で ,

東西長は50～ 53m,南 北長は28～ 30mで ある。

遺構検出を行なった地山面 (暗褐色砂礫上面)は ,調査区東南部か ら北西部

に向って緩かに傾斜 し,45 cm北 西部が低い。堆積土 も S D 640の 東肩を境にし

て,調査区東半部と西半部では異なっている。東半部での堆積土は,耕土 (約

20 cm),床 土 (約 20 cm),褐 色土 (10～ 20 cm),暗 褐色砂礫 となるのに対して,西

半部は耕土,床土,淡褐色土 (約 10cm),褐色土 (5～ 20 cm)の下に C期 の整地

上である含炭暗褐色土 (10～ 20 cm), A-2期 の整地上である山土を含む灰褐

色土が部分的に認められ,以下,暗褐色砂礫 となる。また,暗褐色砂礫 とその

下にある褐色砂礫は,縄文時代か ら古墳時代にかけての遺物を少量含んでいる。
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(1)遺 構

検出 した遺構は 7世紀前半か ら中世にかけての時期のものである。 ここでは,

7世紀中頃か ら 8世紀初頭にかけての時期の遺構とその他の時期の遺構にわけ

て,そ の概略を述べる。遺構配置図には,最終検出面の主要遺構を図示 した。

7世紀中頃から 8世紀初頭の遺構

この時期の遺構は,建物・塀の方位,重複関係,整地上,出土遺物を考慮す

ると, A・ B・ Cの 3期に大別される (第 2表 )。

<A期 > 建物・塀の方位が方眼北に対 して東に約 2° 振れるものである。

石組溝 もこの時期に含まれるが,過去 3回 の調査を通 してみて も溝の方位は必

ず しも一定 していない。 A期 の遺構は重複関係か らさらに 3期 に細分される。

A-1期 の遺構は,井 戸 1,掘 立柱建物 2,石 組溝 4,方 形区画,石敷があ

る。石敷を伴 う井戸 S E 800を中心にして,そ の東西に掘立柱建物 S B 750・

810, S B 750の 東に北流する溝 S D 730・ 332,南 に西流する溝 S D 744,

時

期
遺構番号 種類

模規 柱間寸法

(桁,梁 )桁行×異行 総長 (m)

A

l

S B 750

S B 810

東西棟

東西棟

8  ×  3

(8)×  2

1816×  6

(200× 52

227,  2

26,    26

S B 745

SB8■

南北棟

東西棟

5  ×  3

2

(6)×  2

114 × 58

(156)×  50

165～ 295(桁 )

193,29(笠駕)

26,    25

3

S B 735

S B 736

S B 820

S A 670

S A 775

南北棟

南北棟

南北棟

南北塀

南北塀

3

3

3

3

(6)× (2)

(10

(11)

×

72 × 60

72 × 54

(144)× (48)

(271)

(225)

24,  20

24,   18

24,  24

169

18～ 225

B

S B 770

S B 742

S A 731

S A 732

S A 751

南北棟

南北棟

東西塀

南北塀

南北塀

8

(2)

(2)

Q③

(19

× 2

2

199 × 48

48 × 48

(42)

(264)

(273)

21～ 3, 24

24,   24

21

165

21

C

S B 830

SA7酌

SA 781

南北棟

東西塀

南北塀

3  ×  3

(8)

(6)

6  × 5

(192)

(150)

2,2;15(中 ;脇
'24

第2表 石神遺跡第 4次調査主要遺構一覧表

S B 810と 重複 して北

流する溝 S D 790な ど

の石組溝,井戸の南西

部には石敷 S X 700・

771,井戸の南には方

形区 画 S X 760が 配

される。

井戸 S E 800は , く

りぬいた最大厚 18 cmの

杉材 2枚を組み合わせ

て井戸枠 とし,周 囲に

人頭大の玉石を方形に

敷き,石敷縁として北

を除 く三方に側石をた

てたものである。石敷
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第23図  石神遺跡第 4次調査遺構配置図 (11300)
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面か らの井戸の深 さは, 3.8mあ り,約 3mほ ど井戸枠が残 っているが,底 に

特別な施設は認められない。井戸枠の平面形は紡錘形を呈 し,東 西内法長は上

面で 1.37m,底 面で 1.2m,南 北内法長は各々 0.81mと 0.67mあ り,底に向っ

て若干すばまっている。井戸枠の北 と南には,底面か ら北で35 cm,南 で 15 cmの

位置に45～ 40 cmの 精円形を呈する孔が穿たれている。円形孔は井戸の内側か ら

穿たれたもので,断面形は円錐台形をなし,掘形側の径は31～ 34 cmと なる。土

砂の流入を防いで清浄な水を得るために孔の掘形側に石を詰めていることや調

査時には井戸底か らの湧水がほとんどみ られず,こ の孔か らのみ出水 していた

ことなどか ら,円形孔は井戸の取水国の役割を果 していたと推定され,構造的

にも注目される。井戸か らは多数の上器,木製品が出上 した。

井戸枠周辺の石敷の東西幅は 5,3mあ り,若干北に低 くなっている。また ,

この石敷 とは別に,井戸枠の北側か ら約 1.4mの 幅で北の方へのびる排水施設

と考え られる一段低い石敷がある。側石は 1～ 2段 ,高 さ20～ 40 cm残 るが,近

くにある石敷 S X 775の 上面か ら丼戸の石敷面までは約 lmの 比高差があるの

で,本来は 4～ 5段積まれていたものと推定される。側石のうち,西側石では

改作の状況が うかがえた。西の側石は,当 初南西隅か ら4.8mの 位置で西に折

れ,さ らに 3.7mの 位置で北に折れていた ものが,A-2期 には西側石を 1.9

m北 に延ば し,南北長を 6.7mと し西折する。西折 した側石の北側にも東へ傾

斜 して玉石が敷かれている。また西折 したいずれの側石 も柱掘形にかかる部分

は後に建物の柱を抜 き取る際に抜 き取 られている。井戸枠は現地に埋め戻 した

ため,井戸の掘形は検出 していない。

井戸の東西に配 された建物 S B 750・ 810は いずれ も東西棟で,井戸の側石

と柱掘形との間の重複関係か ら,先ず柱を建て,そ の後,井戸の側石を据えて

いることが判明 した。さらに,柱抜取痕跡は,側石の掘形より新 しい状態で検

出されるので,井戸と建物は同時に存在 していたものと考えられる。

A-1期 の建物の柱掘形は褐色砂礫土で埋め戻され,柱 は全て抜 き取 られて

いる。柱を抜 くに際 しては,柱周囲を不整形に掘 り下げ,そ の後,ほ ぼ真上に

柱を抜 き取 り,そ の跡を橙色や青灰色を呈する山上で埋め戻す特徴がある。
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第24図  石敷井戸S E 80o周 辺遺構配置図 (1:80)
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従 って,柱抜取跡の下半部は平面形が円形を呈 し,あ たかも,柱痕跡のような

状態 となる (第 25図 )。 建物 S B 750の 柱掘形の一辺は 15～ 2m,深 さは約

1.5mと なる。桁行 8間 の中央にはほかよりも小ぶりな間仕切 りの柱穴がある。

建物 S B 810は東西に 8間 分あり, さらに調査区外に延びている。東妻柱列の

柱穴は,C期 の塀 S A 781の 柱穴によって一部壊され,西部ではA-3期 の柱

穴によって壊 されている。柱掘形の底面の レベルを見 ると,井戸寄 りの東妻柱 ,

北側柱列の東か ら 1・ 2番 目の柱穴は,他 の柱穴よ りも60～ 70 cm深 く掘 られて

いる。 このような傾向は S B 750の 西妻柱列の柱穴にも認め られており,井戸

の石敷の側石に接する部分は特に深 く掘 られたものであろう。 A-1期 の建物

の柱間寸法は等間となるが,そ の適切な規準尺については検討中である。なお ,

A-3期 以降では 1尺が30 cm弱 と考え られる規準尺が用いられている。

石組溝の側石は大半が抜 き取 られている。 S D 730は 底石 として玉石 3～ 5

石を敷き詰めたもので,幅 は約 70 cmに 復原できる。溝の底石は B期 の塀 SA 7

32の 柱穴によって壊 されている。底石上には溝本来の堆積土である灰褐色砂が

約 l cmの 厚 さで認め られた。 S D 332は , S D 730よ りも小さめの石を底石 と

して使用 している。側石は東側に一石のみ残り,側石上面か らの深さは約 40 cm

となる。溝幅は約 90 cmで ある。両溝とも長さ28m分 を検出 した。西流する石組

溝 S D 744は 北側石が 4石残 り,深 さは約 15 cmで ある。底石は用いられず,溝

には灰褐色砂質上が堆積 していた。 この堆積土を切 ってA-2期 の住穴が掘 ら

れている。調査区の西方の石組溝 S D 790も 底石が南北 2列 に残り,幅 06m

― H側050で
5.8m分 を検出した。南 と北では底

石が抜 き取 られている。北壁の断面観

察によると,石溝の掘形より先に SB

810の 柱穴が掘 られ,石 溝の石を抜 き

取 った後に柱が抜き取 られているので,

建物 と石組溝とは共存 していたと思わ

れる。

井戸の南方に方形区画 S X 760が あ

m

第25図  S B 750柱 掘形断面図 (1:40)
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る。幅20～ 30 cm,深 さ25 cmの 溝状の遺構が一辺約 4mで方形に巡 っている。溝
状遺構の中央部は粘土化 し,北西隅では,先端部を東に して長さ約 30 cmの 釘が

出上 した。釘に,縦方向と横方向の木 目が残 っていることから,方形の溝状凹

みには四隅を釘止めに した木材が埋設されていた可能性が強いが ,方形区画内

には関連する遺構 もなく,そ の性格は不明である。井戸の南西部には,人頭大

の玉石を用いた石敷 S X 771が 約 12ポ ある。 B期 の柱穴によって一部壊 されて

いる。縁石に相当するものはなく,そ の範囲は不明である。調査区南壁西寄に

ある石敷は第 3次調査で検出 した石敷 S X 700の 北延長部にあたる。

A-2期 の遺構には掘立柱建物 2棟がある。 S B 745は 南北棟で,桁行は 5

間であるが,梁行は北妻柱列が 3間 ,南妻柱列が 2間 となる。側柱列の柱間は

不揃いであるが,北妻柱列の柱間寸法は 1.93m等 間,南妻柱列は約 2.9m等間

となる。東側柱列の南の柱穴は,A-3期 の建物 S B 735に 伴 う石敷の下 とな

る。 S B 811は 東妻柱列 2間 と北側柱列 1間 ,南側柱列 2間 を検出 した。 SB

810と 同様に北東部の柱穴は深い傾向にあるので,ほ かの柱穴は削平された可

能性がある。おそ らく,先述 した井戸の西側石の北への拡張に伴って,S B 810

とほぼ同規模の建物が,そ の位置を約 2mほ ど北へず らして建替え られたもの

と想定 される。柱抜き取 りの状態はA-1期 の柱抜取痕跡 と同 じである。

A-3期 の遺構には掘立柱建物 2,掘 立柱塀 2,石組溝がある。建物,塀 の

柱は全て抜き取 られている。建物 S B 735と 建物 S B 736は 西側柱筋を揃え ,

妻柱間の心々距離は約 9mで ぁる。両建物の南北規模は同 じであるが,東西規

模は S B 736が 60 cmほ ど小 さい。建物 S B 735の 柱掘形は東西方向の布掘 り工

法によって掘 られている。布掘 りの東西長は約 7.5m,南 北幅は 1.2～ 2m,

検出面か らの深 さは 1.5mで ある。掘形内は褐色砂礫土,最上面は人頭大の礫

を含む礫群,柱抜取跡は黄色粘上で埋め戻 されている。 この建物の四周には石

敷が巡 る。柱心か らの石敷の幅は,北,南,東 の三方が約 1.6m,西 は約 2.8

mで ある。石敷 と建物の柱 との間には溝が巡 ってお り,こ の溝を建物と石敷 と

の間に設けられた縁石の抜取跡 とみると,建物の床下は外周石敷よリー段高 く

なっていたものと推定 される。西面石敷の西側は黄褐色粘土上にバ ラスを敷い
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ている。バラス敷 S X 743は , S B 735の 周囲に幅広 く敷かれたと推定 される

が,遺存範囲は狭い。 この建物の南面石敷の西延長線にほば一致 して,西流す

る石組溝 S D 734が ある。側石に一石をたて並べたもので,底石は使用されて

いない。溝幅は約 90 cm,深 さは30 cmで ある。溝内には灰褐色砂が堆積 していた。

建物 S B 736は 身舎 2間 × 3間 の東に庇の付 く建物 とも考え られるが,身舎

部分に相当する南か ら 2番 目の柱位置には,花南岩の自然石の平坦面を上にし

て据えた束石がある。その北の柱位置は,平安時代の上壊 S K 741に よって壊

されているので,束石の有無は不明である。束石が一個残 ることや柱筋を揃え

た建物 S B 735が総柱であることなどか ら,こ の建物 も総柱 と推定 され る。建

物 S B 820は 調査区西端にある。南北 6間 以上,東西 2間 以上 と推定 され,柱

掘形の一部は C期 の建物や塀の柱穴によって壊されている。柱掘形は一辺 1.2

～ 13m,深 さは深いもので約 1.2mあ る。遺存状態の良い北か ら 3番 目まで

の柱掘形は,整地上か ら掘 り込まれている。柱掘形は,下半部が灰褐色砂質土 ,

上半部が黄灰褐色を呈する山上で埋め戻 され,抜取跡の埋土は焼上を含む。

掘立柱塀 S A 670・ 775は 調査区西半部にある。塀 S A 670の 柱掘形には ,

黄褐色上で埋め られた直径 15～ 30 cmの 柱抜取痕跡が全てにわたってある。塀

S A 670の 西にある塀 S A 775の 柱抜取痕跡は直径 15 cm前 後 と小ぶ りである。

<B期 > 遺構の方位が方眼北 とほぼ等 しいもので,掘 立柱建物 2,掘立柱

塀 3,炉跡がある。建物,塀 の柱掘形の埋土 は,山 土 を含 む褐色上で埋 め ら

れている。建物 S B 770は 調査区中央西寄 りにある。北西隅の柱掘形は未検出で

南の妻柱掘形 もやや南にずれている。柱抜取法はA期 とは異なり,柱掘形を壊

して抜き取 っている。抜取跡か らは藤原宮期の土器が出上 した。建物 S B 742

はA期 の建物 S B 736・ 750と 重複 している。東西 2間 ,南 北 1間 を検出 した。

塀 S A 732は 調査区東端にあり,柱 間寸法は 1.65m等 間である。この塀の南端

柱穴を起点にして,東西塀 S A 731が 2間 分ある。柱間寸法は 2.lm等間であ

る。塀 S A 751は C期 の素掘 り溝 S D 640の 東肩にある。柱掘形は素掘 り溝で

壊されている一方,A-2期 のバ ラス敷を壊 している。炉跡 S X 795は 調査区

西端北寄 りにある。一辺 0.6mの 範囲に黄褐色粘上が敷かれ,そ の中央部は熱
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のため赤変 して堅 くしまっている。小鍛冶炉の炉床部分 と推定される。

<C期 > 遺構は方眼方位北に対 して,西 に約 1.5° 振れる。掘立柱建物 ,

掘立柱塀 2,素掘 り溝 2の ほかに土壊多数がある。建物,塀の柱掘形は,炭・

焼土を含む暗褐色粘質上で埋め戻されている。塀 S A 780と S A 781は 直角に

折れまがる一連の塀で,東西方向に 8間分,南 北方向に 6間分を検出 した。

塀の西北部分に南北棟の総柱建物 S B 830が ある。柱掘形は一辺が50～ 70cm,

深さは60 cm前 後である。素掘 り溝 S D 640, S D 621は 北流する。両溝は,幅

2.5～ 2,7m,深 さ約 0.4mと ほぼ同規模であ るが, S D 621の方位は北でや

や西に振れている。そのため,両溝の距離は内肩間で,南が約 14m北 が約12m

となる。いずれの溝 も第 3次調査で西流 していたものが直角に北に折れている。

このような状況か ら,溝 間を通路 とみなすことも可能であるが,そ うすると路

面上に同時期の上壊が掘 られるなどの問題が残 る。 このほかに 7世紀後半か ら

8世紀初頭の上器 を出土する S K 748・ 749・ 755。 762～ 764・ 773・ 774

・ 776～ 779な どの上媛多数 と調査区南半中央寄 りに小柱穴群 S X 752が ある。

また,調査区西北地区を中心に,A期 の石敷 と比べて乱雑に敷いた石敷群を

検出 した。 この石敷には,S X 825の ように直径 1.5m,深 さ 0.35mの 規模

で掘 りくばめ,底面および側面に玉石を張 りつけた遺構が伴 っている。石敷群

は, S B 830や S A 780・ 781の柱掘形の上面を覆 ってお り,こ れ らの遺構よ

りは新 しいものである。石敷目地や覆土か らの出土土器は藤原宮期の ものを最

新 とするので,こ こではC期 の遺構 とみなしてお く。

その他の遺構

先の遺構に先行するものに, 3条 の斜行溝 SD 575 0 576。 577が ある。い

ずれも南東か ら北西方向に掘 られ, S D 577は 北西部で西折する。断面形は逆

螂色
|

台形を呈 し,溝幅は約 1.2m,深 さ

は 04～ 0.5mで ある。 S D 575の

一部 とS D 577は溝の両肩に沿って,

黄色粘土や黄色粘土入 りの淡青灰色

粘上で埋め られている (第 26図 )。

ィA ri咲 て生斗、111

'Ii抽
色 |

第26図  斜行溝 S D 755断 面図 (1:40)
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断面形の形状や流水のあった痕跡 もないことか ら,先 の粘土帯 を裏込めとみな

せば,斜行溝は,本来木樋暗渠であった可能性が強い。いずれ も,A期 の遺構

によって壊 されていることや, 3次 調査で瓦片が出土 していることか ら, 7世

第27図 単弁10弁軒丸瓦 (1:5)

＼

0            10           20cm

第28図 出土土器・ 土製品 (1:4)

紀前半の遺構 と考え られる。このほかに平

安時代の素掘 り溝 S D 630,土 壊 S K 741

と中世の小溝がある。

(21 遺物

瓦,土器 ,土製品,金属製品,木製品 ,

石製品のほか,玉類,動・植物遺存体など

多種の遺物が出上 しているが,現在,整理

中のため,こ こでは特徴的なものをとりあ

げる。

瓦類は,主 に調査区の南東部か ら出上 し

た。 これ らのほとんどは S B 735を 覆 った

黄色粘土中に含まれていたものである。軒

瓦は軒丸瓦26点 を教える。大半は単弁 8弁

の角端点珠の軒丸瓦 と,単弁10弁 の軒丸瓦

である。後者の瓦は飛鳥寺創建時の軒丸瓦

に類似するが,中房の連子が 1+4で 中房

の形状 も円球状を呈 し異なるものである。

両者の軒丸瓦は,現在のところ,飛鳥寺寺

域内では出土 していない。

土器には,縄文式上器,弥生式上器,古

墳時代の上師器・須恵器をはじめ,中 世の

瓦器などがあるが, 7世紀中頃か ら 8世紀

初頭の時期 (飛鳥Ⅲ・ Ⅳ・ V)の 上師器 ,

須恵器がそのほとんどを占めている。同期

の土器は井戸 S E 800の ほか,藤原宮期の
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第30図 出土鉄製品 (1～ 9;
16;鎌,17;刀子,

鏃,10;ヤ リガンナ,
1 : 3)

一- 66 -一

|_庁 一 一 ― 十 一
―

―

Hiカ スガイ,12:釘 ,13～ 15;斧 ,



金属製品には大量の鉄製品のほか,少量の銅製品がある。鉄製品は主に藤原

宮期の整地上,土壊か ら出上 した。鏃,斧 ,鎌 ,刀 子 ,ヤ リガンナ,カ スガイ,

釘 などがある。なかで も鏃は 100点以上あり,注 目される。大量な鉄製品の出

土量か ら,付近に工房 ,あ るいは保管庫のあったことが推定 される。また,鉄

滓が調査区西半部か ら少量出上 した。

木製品は井戸か ら出上 した。斎串,横櫛 ,刀 子柄 ,小型の蓋 ,栓 状円盤,先

端を尖 らした棒状品などがある。このほかに,縄 , トチの実などの種子 , ヒョ

ウタン,二枚貝が出土 している。

石製品には,井戸か ら出上 した紡錘車,藤原宮期の整地土か ら出土した砥石 ,

弥生時代の石鏃,石錐 ,剥片刃器がある。ほかに,勾玉,小玉, コハク玉など

の玉類が出上 している。

(3)ま とめ

今回検出 した 7世紀代中頃か ら8世紀初頭にかけての時期の遺構を,過 去の

調査成果 とともにまとめると次のようになる (第 31図 )。 A-1期 および井戸

S E 800の 石敷側石を改作 したA-2期 は,井戸出土土器が飛鳥Ⅲのものであ

ることか ら, 7世 紀半ばをやや降る時期 と考え られる。前調査で饗宴地区と推

定 した塀 S A 600か ら北では石敷を伴 う井戸を中心に大規模な建物を配置 して

いる。このあり方は,今後,饗宴地区の構造を知 るうえで重要な手懸 りとなる

ものと思われる。 A-3期 の時期には,塀 S A 600の 位置は,塀 S A 560と し

て踏襲されるが,井戸,石 組溝は埋められ,建物配置 も異なっている。このよ

うに前期 とは異なる改造の時期は 7世紀後半で も天武朝の時期に求められよう。

なお,今 調査 で A期 と した遺構 は方眼北に対 して,約 2° 東に振れているの

に対 して,過去の調査で検出 したA期 の遺構の振れは約 1° 弱であり,そ こに

施行基準の相違があったことも推定 される。 B期 の時期は,遺構の重複関係や

出土遺物か ら藤原宮期まで下 らない。すでに S A 560は 廃 され,漏刻地区と饗

宴広場地区を区画 した施設は認め られない。このことか ら,B期 にはA期 とは

根本的に異なる単位のもとに当地域が利用されていたことが想定 される。 C期

は藤原宮期にあたり,B期 の南北塀の位置を踏襲するかのように素掘 り溝が掘
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0                  50m

第31図  石神遺跡主要遺構変遷図 (1:1500)

られ,そ こか ら離れた西北部は塀で

区画されているが,検出 した建物の

規模・位置か らみて,こ の地区の中

心建物とは言いがたい。従来 この時

期の遺物は大量に出土 していたにも

かかわ らず,遺構は稀薄であった。

今回,建物・塀を検出 したことによ

り,藤原宮期における利用形態の一

端を明 らかに したといえよう。

以上のように, 7世紀中頃か ら藤

原宮期にかけて,ほ ば連続 して利用

されていた石神遺跡の状況が明 らか

になった。 しか し,各時期によって

利用形態は明 らかに異なっている。

飛鳥寺西の広場が当地域にも及んで

いたものとの推定がすでになされて

いるが,遺構の状況か ら判断すると

『日本書紀』の皇極朝か ら持統朝に

み られる飛鳥寺西の広場が一貫 して

その性格を変えなかったとはみなし

難い。各時期の遺構は,さ らに西方

や北方に及んでいる。その範囲,構

造の確認や当地域が長期間公式の場

として利用された背景の解明,飛鳥

浄御原宮をはじめとする飛鳥諸宮 と

の関連については周辺地域の発掘調

査の進展を待ちたい。
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飛鳥寺とその周辺地域の調査 鰯査位置は54頁参照)

a 石神遺跡東方 (A地 点)の調査

(1984年 4月 )

この調査は住宅改築に伴 う事前調査 として明日香村飛鳥で行 った。調査地は

飛鳥寺寺域東北隅の北方約 30mに あたり,北流する八釣川の西岸に接 している。

調査は東西 5m,南 北 lmの トレンチを設定 して実施 した。床上の直下か ら河

川堆積層が続 き,遺構は河川によって削平 されたとみられる。

b 石神遺跡東方 (B地 点)の調査

(1984年 8月 )

この調査は,明 日香村農業協同組合の駐車場新営に伴 う事前調査 として,同

農協東側裏手の畑地で行なった。当該地は東か ら西に延びる支丘陵の先端に位

置 し,『飛鳥誌』 (1944年 )に 飛鳥氏の塁と称する山城跡 と伝える。現在,北

垣内の小字名が残 り,矩形にめぐる濠状の窪みが一部認め られる。駐車場予定

地はこの小丘陵南裾の北か ら南に傾斜する長さ20mほ どの台地上に位置する。

調査は幅 1.3m,長 さ 14.6mの 南北 トレンチを設定 して,約 19だ を発掘 した。

調査の結果,地表下約60 cmで 花南岩風化上の地山面を確認 し,調 査区北端か ら

約 6mの 位置で地山が急下降 していることが判明 した。山城の造営に伴 って削

平された人為的なものであるか否かはさらに周辺部の調査を待ちたい。黒色土

器 ,燈 明皿,悟鉢等中世の遺物が少量出上 している。

c 飛鳥寺寺域東方 (C地 点)の 調査

(1983年 12月 )

調査地は飛鳥坐神社参道の北,石垣の西の水田で,現 地が駐車場に改修 され

ることになったため,事前調査を行なった。発掘面積は18∬ である。水田の耕

土・ 床土は 2層 をあわせて約50 cmの 厚 さがあり,そ の下には古い沼地の堆積土
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がひろがっている。沼上の上層は厚さ約 50 cmの 青灰粘土,下層は水田西端付近

で厚さ約50 cmだが,東 に急に深 くなっている。上 。下層 とも植物遺存体を多 く

含むが,人工遺物は認められなかった。調査区内で,こ の沼堆積土上層か ら切

り込まれた溝の一部を検出した。溝は幅約 5.5m,深 さ約80 cmの 規模 をもち ,

水田西側の村道にほぼ並行 して,南か ら北へ流れている。溝西肩か ら村道端ま

での距離は約 3mで ある。溝下層には厚 さ10～ 20 cmの灰色の粗い砂が,上層に

は暗灰色の粘上が堆積 している。下層か らは藤原宮期の須恵器・土師器の小片

が出土 し,上層には多量の格子叩き 。縄叩 き目の瓦,そ して各時期の上器片が

含まれていた。溝のつ くられた時期ははっきりしないが,上層の遺物に12世 紀

頃の羽釜の破片があり,こ の溝が中世 までは使われていたことを示 している。

d 飛鳥寺寺域東方 (D地 点)の調査

(1984年 1月 )

この調査は,飛鳥坐神社参道前の水路改修工事に伴 う立会調査 として,実施

したものである。道路下の既設暗渠を改修するため,幅 2.4m,長 さ約 18mに

わたって道路下約 13mの 深 さまで掘 り下 げた。その結果,現在の南北道路に

平行 して南北方向に 3条の木杭列 と石積が 1列検出された。いずれ も,旧水路

の護岸施設 と推定 される。旧水路 (南北溝)埋土か らは瓦,土器 (黒色土器を

含む)が 出上 している。出土遺物の年代・ 遺構か ら見て, C地 点の調査遺構 と

一連のものと考え られる。検出 した南北溝は古代か ら中世にかけて使用された

水路であり,何回 も改修を行なったものと推定 される。

e 飛鳥寺南方石敷広場 (E・ F地点)の 調査

(1984年 1月 ～ 3月 )

調査地は,飛鳥寺南門に至る参道の真南にあたる場所で, 1956年 に検出した

石敷広場に南接する。所有地の関係か らE・ F地点に 2ケ 所の トレンチを設定

した。調査地の層序は,基本的には,耕土・床土・茶褐色砂質土・灰褐色砂質

土・灰褐色砂土 。褐色粘質土 。暗灰色砂土 。青色粘土 となる。遺構は灰褐色砂
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土上面で石敷 。道路状遺構・ 石組溝を検出 した。 しか し,石組溝の南には,灰

褐色砂土・褐色粘質土は広が ってお らず,暗灰色砂土上面で土塁状の遺構,青

色粘土上面で土管 を連結する導水施設を検出 した。

遺構

1.石敷 S X 670・ S X 671,石 組溝 S D 662,道 路状遺構 S F 680

これ らは一連の造営によるものであることが石敷の上層観察によって判明 し

た。 S X 670は 1956年 に検出した石敷広場 と一連の遺構である。調査区北端よ

り5m分 を検出 した。石敷は東南隅部の一部の撹乱 を除 いて良好 に遺存 し,

約 30 cm大 の河原石が敷きつめ られている。南端 。東端は一回 り大きな河原石を

南 。東に面をそろえて立て並べ,縁石 としている。東縁石はほぼ南北方向である

が,南縁石は西で北へ 7～ 8° 偏れている。石敷には東の縁石 と並行するよう

に南北に走 る区画線の石列が認め られ,石 敷工程の単位幅 (約 22m)を 示 し

ていると考え られる。 S X 670は ,褐色粘質土によって整地 し,平坦に造成 し

てか ら東・南の縁石部

に据え付け穴を掘 って

縁石を固定す る。そ し

て,縁石によって区画

された内部を,南北方

向区画線上に石を先ず

敷き,そ の後に空間部

を充填 してい く方法が

取 られている。

S X 671は 北限を S

X670の 南縁石 とし,

南限を石組溝 S D 662

のゴヒ側石 とす る幅75 cm

ほどの大走 り状の石敷

である。 S X 670の 石 第32図  石敷広場 (F地点)調査遺構配置図 (1:100)
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敷面より約 20 cm下 がった部分に設けられており,径 10～ 15 cmの やや小ぶ りの河

原石が敷かれている。道路状遺構 S F 680の 延長上にあたる部分は撹乱を受け

ており, S F 680を 横切って東に続 くものか, S X 670の 東縁石の延長上でと

ぎれ るものかは判然 としなかった。

S F 680は ,飛鳥寺南門に通 じる未舗装の道路状遺構 と考え られるものであ

る。 S X 670の 東縁石以東には,石組は存在せず,抜取穴 も認められなかった。

この部分は当初より石は敷かれてお らず, 1956年 に検出 した幅 3,7mの 空間

地の南の延長上に当たることか ら, S X 670の 東縁石以東は道路状の遺構 SF

680に なっていたものと考え られる。今回の調査では S F 680の 東限は調査地

外であるため,幅 員を確めることはできなかった。

S X 671の南に接 して東西方向にのびる石組溝 S D 662が存在する。溝の両

側には30～ 40 cm大 の河原石を立て並べて岸 として,溝底にはやや小 さい河原石

を整然 と敷 きつめている。満の深さは25 cm,溝 幅は70 cmで あり,道路状遺構 S

F680を 横切 って,水 は西へ流れていたものと考えられる。 この溝は 1982年度

に本調査地の東方40mの 地点で検出した S D 662と 一連の石組溝である。なお,

S D 662の 下層か らは 7世紀前半に位置づけ られる土器・瓦,古墳時代の須恵

器が出上 している。

2 土塁状の石積 (S X 673,S X 674)

S D 662の 南 7mと 1l mで東西に走 る S X 673,S X 674を 検出した。幅は

S X 673が 6m, S X 674が 4mあ る。,と もに石組溝 S D 662と 振れが異な

る。 S X 673・ 674の構築面は, S X 670・ S X 671・ S F 680。 S D 662構

築にあたっての整地上である褐色粘質上下の暗灰色砂上であり,層 位的には石

敷広場よりは一層下層にある。石積は最 も厚い部分で30 cmを 測る。石は径 5～

15 cmほ どの小さい河原石が用いられている。性格は不明である。

3 導水施設 S X 675

石組溝 S D 662の 南 18mで ,瓦製土管をつなぎ合わせた東西方向にのびる導

水施設 S X 675を検出 した。土管は, S X 673, S X 674が 構築 された暗灰色

砂上の下層の青灰粘土を掘 り込んで据え られている。土管は行基丸瓦と同 じ技
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第33図  石敷広場 (E・ F地点)調査遺構配置図 (1

法で作 られており,外表 は縄叩

き目が残存する。全長約 40 cm,

最大径 18 cm,最小径 1l cm前後で

ある。最大径部が西であり,西

か ら東へ継いでいったことがわ

かる。水を西か ら東に流すに応ゝ

さわ しい構造であるが, 自然地

形イよこれとは逆イこ東が下託く西が

低いため,そ の性格については

なお問題が残る。土管の形態・

製作技法か らは, 7世紀後半頃

の構築と考え られる。

まとめ

今回検出 した S X 670・ SX

XiS9240 671・ S F 680。 S D 662は ,

1956年 に検出した飛鳥寺南門の

石敷広場の南端に相当す る。石

敷広場の南端の様子は 1982年度

に,本調査地の東方40mの地点

で確認されている (概報 13)。

今回は,そ の南に続 くS X 673

200)。
s X 674・ S X 675を検出し,

Ｎ
Ａ

石敷広場関係の施設は S D 662よ り南には広がっていないことを確認 した。石

敷の南縁,犬走 り状の石敷,石組溝の構築法は 1982年 度調査の S X 660・ SX

661・ S D 662と 同一であり,道路状遺構 S F 680の 東西に同様の施設が存在

していたことが判明 した。 1982年度の成果と合わせ,飛鳥寺南門南の石敷広場

の様子はより明らかになったと言えよう。すなわち,石敷 S X 670の南北長は

南縁石までで 20.5m, S D 662の 南側石までで 22.2mと なる。
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1956年 の調査では,石敷の参道が検出されているが,石敷の参道はそのまま

南へは続かず,石敷広場 と交差するあたりか ら,幅 3.7mほ どの空間地 となり

南に続いている。今回はこの空間地の南延長部を検出したが,空 間地の状況は

1956年 調査と同様であり,石敷広場の南限まで続き,そ こで S D 662に よって

限 られることが判明 した。また, この空間地は,整地を行なった後に石組溝 。

石敷 と一体で作 られていることか ら,北 に続 く参道と同様の性格の道路状遺構

であったと考え られる。石敷広場の東 。南縁石の交差状況か ら, この石敷広場

は,参 道 (飛鳥寺伽藍中軸線)に 対 して,西 で北に 7～ 8°の振れをもつ 乙とが

確認された。また,石敷広場の下層か ら 7世 紀前半頃の上器・瓦が出土してい

る。 これ らのことか ら,石敷広場は 7世紀前半以降に造営されたものであり,

その性格は,東 西長66m以 上南北幅約 20.5mの 石敷道路,あ るいは回廊などの

建物基壇 と考えることもできるが,今後 さらに検討を必要 としている。

f 飛鳥寺寺域東部 (G地点)の 調査

(1984年 5月 )

飛鳥寺東辺部の農道改修工事に伴って, G-1,G-2の 2地点で調査を実

施 した。 G-1区 は寺域の東南隅部にあり,飛鳥寺創建時の瓦窯跡が立地する

小丘陵の北裾部沿いの延長約50mの 範囲である。 G-2区 は安居院本堂 (中 金

堂)の 東約 150mの 位置か ら, さらに東に向って約24mの 間の農道の北肩部で,

東門想定地のやや東側にあたる。

G-1区 では,丘 陵の西側を走る道路東端か らほぼ東北東に延びる農道に沿

って,長 さ13mと 23m,幅 はいずれも約 1.5mの 2本 の トレンチを設けた。調

査の結果,旧 県道の東約25mの 位置で,花 南岩風化土 (地 山)に 掘 りこまれた ,

柱掘形 とみ られる遺構 2つ を発見 した。掘形は丘の裾に東西約 2.8mを 隔てて

並び,方約 1.5mの 規模である。伴出遺物はな く,調査範囲も限 られているた

め,遺構の時期,性 格等は明らかにできなかった。

G-2区 では東西24m,南 北 1.5mの トレンチを設けた。地表 (道路)下 0.7

m～ 1.lmの 深 さで,瓦・炭を多量に含む整地層が存在 し,そ の範囲は東端部
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の幅約 lmの 部分を除いては発掘区全域に及び,周 囲の未発掘地域に広がって

いる。検出遺構 としては, この整地層を切 り込んで作った礎石 (花 南岩製)落

とし込み穴 1基 と,同 じく整地層を切 りこんだ発掘区東端に位置する幅 9m以

上の南北方向に走 る溝状遺構がある。溝状遺構か らは瓦が出土 してお り,そ の

年代から見て遺構の時期は 8世紀以後と考え られる。礎石落とし込み穴か らは

時期を示す遺物は出上 していないが,層 位関係か らこれ も 8世紀以後の所産 と

みられる。整地層は残存条件の良好な部分では,厚 さ約60～ 70 cmあ る。整地層

は炭・焼土・瓦を多量に含む粘質上が複雑に入り混 じる層 とその上部の比較的

炭の混 じる量の少ない淡黄灰色山土 (厚 さ約 10 cm)か らなる。また,整地層下

部には部分的には厚 さ約 30 cmに 及ぶ炭単純層か らなる箇所がある。整地層から

は須恵器,土師器,軒丸瓦,丸 。平瓦が出上 している。軒丸瓦は飛鳥寺創建瓦

である単弁 10弁 軒丸瓦であり,上器は 7世紀前半代のものと推定される。 した

がって,整地の時期は 7世紀前半以降と考えられる。

この整地層の性格については,発掘範囲 も狭 く特定できなかったが,発掘区

は飛鳥寺東門推定地に近接 してお り,寺周辺地域の造営 。整備状況を知る手が

か りとなる。また,整地層に含まれる多量の炭や丸・平瓦および軒丸瓦 ,土器

がどこからどのような背景で ここまで運ばれたのかを解明する必要 も生まれて

きた。今後,周 辺地域の発掘を持 って,再度検討 したい。

g 飛鳥寺寺域北部 (H地点)の 調査

(1984年 5月 )

この調査は住宅建設に伴 う事前調査として,明 日香村飛鳥で行なった。調査

は飛鳥寺講堂の北方約80mの 地点で,飛鳥寺寺域内の北部にあたる。調査は東

西 6m,南 北 1.5mの 発掘区を設けて実施 した。検出した主要遺構は柱穴 1,

土墳 2で ,柱穴は一辺約 lmの 隅丸方形掘形をもつが,時 期は特定できない。

今回の調査では,調 査対象地の制約のため,そ の遺構の性格を決定できないが,

今後の周辺地の調査に関 して,重要な手がかりを得 ることがで きた。
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h 飛鳥寺寺域北部 (I地点)の調査

(1984年 5月 )

この調査は,住宅改築に伴 う事前調査 として,明 日香村飛鳥で実施 したもの

である。調査地は飛鳥寺旧寺域北部にあり,飛鳥寺講堂の北東約60mの 地点で

ある。調査は東西 4m,南 北 3mの発掘区を設けて実施 した。調査の結果,幅

lm,深 さ45 cmの 南北溝 1条を検出した。溝埋土か らは丸 。平瓦,土師器,須

恵器,黒色土器が出上 してお り,溝 の埋没時期は奈良時代末か ら平安時代初頭

にかけてと考え られる。溝は 7世紀代の瓦包含層を切 り込んで作 られており,

年代の上限が飛鳥寺創建時にまではさかのばりえないことか ら,清 の年代は奈

良時代を中心 とする時期と推定される。

i 飛鳥寺西回廊 (」 地点)及 び西門 (K地 点)の調査

(1985年 1月～2月 )

飛鳥寺 の西方では安居院の西北約 120mの 西回廊西北隅付近 と,そ の南40m

の西門西南部 との 2ケ 所で小規模な調査を行なった。

1 西回廊 とその周辺の調査

調査地は, 1956・ 57年 の調査成果によれば,回廊西北隅に近い西回廊か ら寺

γ16割5 域西限施設までの間に位置す

X169070 ~

る。調査はそれ らの遺構の確

認を目的として実施 した。主

な遺構には,調 査区東端の回

「1 1μ  廊基壇基底部と想定される粘

土層の高まりと調査区西端の

Ｎ
▲

道
路

（
寺

域

西

限

）

0          こ

第34図 飛鳥寺西回廊 (J地点)調査遺構配置図 (1:
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れ,そ れは東か ら約 3mの 位置で西方へ急激に落ちた段状をな して南北に連な

ることが判明 した。粘土層の位置や瓦層の広が りか ら判断 して, この粘土層の

高まりが回廊基壇の基底部を示す ものと理解 された。

粘土層は,瓦層の下ヘー連に続 く暗灰色土層の上にのった細かい土層の集ま

りとして存在 し,基壇土あるいは整地上層を思わせる。 しか し,付近一帯には

飛鳥寺創建以前の遺物包含層が幾重にも重なって広がっていることが知 られ ,

粘土層中にもそれ らと同様の遺物が含まれていて厳密には回廊基壇土 と断定で

きなか った。また粘土層の上面西端近 くで,国廊基壇縁石抜取 と考え られる南

北に溝状に続 く浅い土壊を検出 した。

粘土層の高まりの西方には約 20 cmの 厚さで瓦層が広が り,そ の境にある乱雑

な石列は瓦層中に含まれるものである。瓦層中の瓦は比較的大形の破片が多い

ものの敷かれた状況ではな く,複弁蓮華文軒丸瓦や縄叩き目の平瓦片が含まれ

ている。また共伴する土器か らみても,瓦 層は奈良時代になって整地層 として

形成 されたものであろう。瓦層の下面は西端ま ~

で ほぼ平坦であるが , 瓦片を含む不整 形な土

壊を数個確認 しただけで,顕 者な遺構はない。

声西 トレンチ西端には南北溝がある。 トレン

チの制約か ら溝東半を瓦層の下面で検出した。

断面は浅いU字形で溝幅約25m,深 さ約 0.6m

の素掘 り溝である。埋土からは多量の瓦片とと

もに, 7世紀後半～末頃の上器片や円面硯など

が出土 した。 この溝は,西 限の施設に沿って延

びるものと考え られるものの,そ の性格は明 ら

かでない。

南北溝の下層で竪穴住居跡を確認 した。東・

南壁をそれぞれ約 2m分 検出 しただけで全体の

形状は不明確であるが,東壁にはカマ ドが設け

られ,カ マ ドの中心か ら南約 1.3mの ところで

クチイ/

0                    2m
l―

―

―

―

第35図 竪穴住居跡実測図 (1:50)
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ｌ
Ｅ
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約 120°  の鈍角に折れ曲がって南壁 となっている。壁はほば垂直に最大 30 cmの

高さを残 しており,内 。外 ともに溝は認め られない⑤ この住居跡の年代は出土

土器や層位か ら 6世紀代に属す ると考えられる。

飛鳥盆地ではこれまでに板蓋宮伝承地をはじめ飛鳥時代の遺構の下層で十数

棟の竪穴住居跡が検出されている。本住居跡はそれに一例を加えるばかりでな

く,そ の形状がやや特異であること,遺構の上 。下限が限定できることなど,

注 目すべき貴重な資料である。住居の性格や地理的
。年代的位置付けについて

イよ『 日本書紀』の飛鳥衣縫造祖樹葉の家とも関わ り,興味深いが,今後の調査

研究をまって検討 したい。

2 西門の調査

||

石細小満
| |

X169120-― | |

1 素糊 り高

第36図 飛鳥寺商門 (K地点)調査遺構配置図 (1:200)
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今調査地にも一連の遺構 が及ぶものと推定されている。

調査は、当該地における農小屋建設にともなう事前調査であり,上記のよう

な成果にもとずいて,西 門および周辺の遺構の把握を目的として実施 したもの

である。ただ諸々の事情か ら,調査区の設定は大きく制約 され,遺構が充分解

明されたとは言いがたい面がある。

調査の結果、東西 トレンチでは西か ら石組小溝,石組大溝,石列等を検出し,

南北 トレンチでは,二種の積土層を確認 した。東西 トレンチで検出 した石組小

溝と石組大溝は,飛鳥京第 11・ 18次調査の S D 6684・ S D 6685に あたるもの

で,そ の位置,規模等は一致 している。

石組小溝 (県調査 S D 6684)は 溝幅42 cm,深 さ13 cmで長 さ 1.2m分 を検出し

た。南方での調査分を含めると南北総長26m以 上に及んでいることになる。溝

狽1石 は,20 cm大 の玉石一段か らなる。溝は,礫・瓦片を含む整地層を切 りこん

で作 られている。溝側石は総 じて西側が大ぶ りであり,西側石が据え付け溝の底

に達するのに対 して,東側石は 10 cm余浮いた状況にある。 この西側石の大きい

点は,南 の調査成果で も同 じであって,溝 の東西の整地層にみ られる相違を重

視すると, この西側石が西方の低い基壇の縁石である可能性がある。ただ,今

調査ではその当否を確認することはで きなかった。なお,県調査にいう礫敷 S

H6687は 整地上中の礫にあたるものと考え られる。

石組大溝 (県 S D 6685)は 溝幅 1.25mで 長さ 1.2m分 を検出 した。 この溝

は前述のように南 13mと ,北 23mの 地点で検出しているほかに,北 100mの 地

点での小規模な調査で も確認 しており,南 北約 120m程 にわたり,飛鳥寺寺域

西限にそって南北に設け られているものである。溝は80 cm大 の大形の花商岩一

段で側石 とするが,側 石の上端は東と西 とで異なり,東の方が約 10 cm高 い。東

西側石の高 さの違いは構築当初か らのことと思われる。 この点については県の

調査においても同様で,後述する石列 との関わりによるものと考え られる。

大溝は側石の外約90cmの位置か ら大きな据え付け溝を穿って構築されている。

その裏込め土中か らは多量の瓦片,礫 とともに, 7世紀後半に至って成立する

と考え られる技法でつ くられた土師器甕の把手が出上 した。従 って, この石組
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大溝は飛鳥寺創建当初か らの遺構ではな く, 7世紀後半以降に設けられたもの

と考え られる。

石組大溝の東 lmに は,上端を大溝 の東側石よりも約 25 cm上 で揃えた南北の

石列がある。石列は高さ50 cm,長 さ80 cm,厚 さ20 cmの 花南岩を西に面を揃えて

配 したもので,石 列以東は一段高い基壇状をな し,そ こには南北 トレンチ北半

と南半に分けられる 2種類の積土層がある。北半の積土は主に粘土、南半は粗

砂 。砂質土か らなり,上面 レベルは北半が約 15 cm高 い。また、南半の積土上に

は下か ら瓦層・粘土層 。小石敷・粗砂層か らなる整地層がある。 これ らは,い

ずれも石列より新 しく,出 土遺物や層位関係か ら見て石列は大溝 と同 じ 7世紀

後半代かそれ以後に構築され,そ の後平安時代初頭までに数度の整地を重ねた

ものと理解 される。南の積土層上には円形土壊 とそれを壊 して東方にのびる長

方形土壊がある。 いずれ も多量の瓦が含まれるが,長方形土壊には平安時代初

めの黒色土器が含まれている。 この土壊は東方での第 1次調査で検出されてい

る深い落ち込みと一連のものと推定される。

このほかに東西 トレンチでは石組大溝の下 と素掘 り溝の下の 2ケ 所で柱穴を,

素掘 り溝の西方で土壊を検出 した。柱穴はいずれも一辺 1.2m以上の大型の掘

形であるが,素掘 り溝下の柱穴に瓦片が含まれず,他の二者に瓦片が含まれる

違いがあり,両者は異なる時期の遺構であると思われる。

以上のように,今調査では,西 門について明確な遺構は得 られず,ま た検出

した遺構にはさまさまな解釈の可能性や問題点が含まれている。そのいくつかに

ついて触れておきたい。

西門西南部の位置する南北 トレンチの積土層については,そ の位置か ら北半

のそれが西門基壇に関わるとすることに疑いはない。積土層上では小石の抜取

痕跡は認め られたが,礎石や基壇縁石などの抜取痕跡は認 められなかった。これ

は,先 の調査で検出 した礎石上面高を推算 した結果,積土層上面より約40 cm上

にあたることか ら,基壇上の大半を含めて大 きく削平されていることによるも

のと考え られる。

南の一段低 く付加された積土層 とその上の整地層および石列については,石
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列が北方 。南方の調査では検出されてお らず,ま た,石列の位置が推定西門心

の西約 7mに あって, この数値が門の異行 2間 分に軒出を加えた数 とほぼ一致

する Cと か ら,石列を基壇縁 とする果行 3間 の門を想定することもで きる。 し

か しなが ら,そ の場合,石列の上面高 と西門礎石上面高とは約 45 cmの差があり,

石列を直接の基壇縁石とは見 られないうえに,石列が推定基壇南端をこえて南

に延びていることが理解できない難点がある。現段階では石列・整地層・積土

層は,石組大溝造営 と同時かそれ以後に,西 門を含めた寺域西辺部一帯で行な

われた造作・整備に関わる遺構 と理解 しておきたい。

また,東西 トレンチで確認 した二時期にわたるとみ られる柱穴の存在 も,西

辺部一帯にたび重なる改作のあることを暗示 している。飛鳥寺の西方は,『 日

本書紀』に記 された槻木の広場の存在が想定されており,そ の一画と見 られる

石神遺跡では 7世紀中葉 。後半・末の各時期に大改造された遺構群が重複 して

いることが判明 している。西門西方で検出された石敷,石 組溝等についても同

様の状況下で造営されたと理解するのが妥当であろう。

今回の調査で残された問題点の解明については,す べて今後の調査・研究の

進展をまたねばならない。その中で,西 門に関わる課題の解明にとって残され

た調査地は,今回調査をな しえなかった農小屋部分をおいては他にないことを

付言 しておきたい。

j 飛鳥寺南方 (L地点)の 調査

(1984年 7月 )

乙の調査は農業用倉庫新築に伴 う事前調査として,明 日香村飛鳥で実施 した

ものである。調査地は飛鳥寺瓦窯の南約90mの 地点で,奈良県が1971年 度に飛

鳥京第28次調査として調査を行なった水田にす ぐ北接する場所である。調査は

東西 3m,南 北 8mの調査区を設定 して行なった。調査の結果、 7世 紀代中頃

以後の礫敷,藤原宮期以後の南北素掘 り溝・土壊,中世以後の東西溝を検出し

た。調査地の上層層序は水田耕土,床土,黄灰土,礫敷面で,礫敷面は現地表

下約 1.lmに ある。黄灰土中には藤原宮期か ら奈良時代初頭までの多数の土器
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と少量の瓦が包含されており,蹄脚硯 。円面硯 も出土 している。南北溝,上 壊

は Cの 礫敷を切 り込んで作 られている。溝,土壊とも黄灰土 と同様な土器が出

上 している。礫敷は発掘区全域に広がり,そ の厚 さは約 10 cm程 である。礫敷の

構築方法は,断面観察によれば,丘 陵地谷筋の自然流路の埋土と推定される厚

さ約 lmの 暗灰粘土層に,厚 さ約 10 cmの 黄褐色山上を積んで整地 した後,小形

の礫をやや乱雑に敷いて作 られていることが判明 した。なお,暗灰粘土中には,

木片,銅鉱滓,瓦片, 7世 紀前半～中頃にかけての上器が含まれている。

礫敷の構築時期は 7世紀中頃を年代の上限とし,藤 原宮期～奈良時代初頭を

下限とす るが,そ の性格については,発掘区の制約 もあって不明である。飛鳥

京第 28次 調 査で もこの礫敷 と同様な礫敷遺構が確認されており, この付近で

はかなり普遍的なものと考えられる。

飛鳥地域その他の調査概要

a 川原寺周辺 (B地点)の調査

(1984年 4月 )

本調査は公民館新築に伴 う事前調査 として明日香村川原で行なったものであ

る。調査地は川原寺の西南 180mに 位置 し,川 原寺・橘寺間に想定される道路

上にあたる。調査は南北 2.5m。 東西 2mの トレンチを設定 して行なった。検

出した主な遺構は土壊 2で ある。 トレンチ東半部にわたる土壊を埋め戻 した後

に トレンチ北半部にわたる土壊が掘削 され る。 トレンチ東半の古い土壊か らは

14世紀代の上師器が出上 してお り, この地域に中世にかなりの人の手が入 った

ことを示 している。

川原寺南限西部 (A地点)の調査

(1984年 7月～8月 )

この調査 は農業用倉庫建設 に伴 う川 原寺史跡地 内の現状変 更 と して,明 日香
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村川原で実施 した。調査地は川原寺南門の南西約 100mの 地点で,川 原寺寺域

南西部にあたり,川 原寺の南限である川原寺 と橘寺との寺域境界線上にす ぐ北

接する。調査は東西 4m,南 北 8mの発掘区を設けて行なった。地表下約 25 cm

で,近代の井戸 。東西小溝等を検出 したにとどまった。調査区周辺の自然地形

は南が高 く北が低い丘陵地であるが, トレンチ南端の南 2mの 地点では,約 ■2

mの差で北 (川 原寺)に 向って急に落ちている。 さらに, トレンチの南約 8m

の地点では橘寺北面築垣が想定されていることか ら, この段差は川原寺 と橘寺

の境界線 として,従 来から人工的な ものであると考えられてきている。今回の

調査では発掘区が この境界線まで及ばず,ま た古代の地層が全 く残存 していな

かったため詳細は判然とはしないが, この発掘区周辺地域が川原寺の寺域設定

の際,何 らかの削平・整地が行なわれたことは確実と考えられる。

c 橘寺寺域東南部の調査

(1984年 10月 )

本調査は史跡橘寺の旧境内地における住宅改築に伴う事前調査 として行なっ

たもので,調査地は東門推定地の南60mに あり,寺域の東南部分に相当する。

調査は東西 15m,南 北 2mの トレンチを設定した結果,西 か ら東へ下降す る花

南岩風化上の地山面と,調 査区東端に中世の瓦片 と割石を含む幅 lm,深さ 0.6

mの 南北方向の素掘 り溝 1条を検出した。 このことから西方の丘陵が中世以前

には現在よ りも25m程東に張 り出していたことが判明 した。

d 立部寺 (定林寺)東方の調査

(1984年 2月 )

調査は,定林寺現本堂の北に隣接する庫裡の改築予定地で実施 した。発掘面

積は17だ ほどである。現地は立部寺の中心伽藍の残る小さな丘の東裾部をテラ

ス状に削 り出した狭い平坦地で,20 cm程 の堆積土を除 くと風化 した岩盤の地山

が直接露出する。地山上には,中世以降の建物の痕跡と考え られる円形の浅い

窪みが若干残 っていたが,詳細は不明である。
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